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5 地域共生社会について
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　　　について
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椋田　昇一

　　　２　月　２５　日

　本市の第８期介護保険事業計画・高齢者福祉計画を策定していく中で、関係者の意見
を伺うとともに、認知症の本人や家族の意見もしっかりと伺いながら、本市に合った進
め方を検討していきます。

■進捗状況

　現在、第８期計画を検討するための準備を進めています。

更新日：令和２年３月１９日

【質問要旨】

　自治体レベルでも先駆的な取り組みが始まっており、和歌山県御坊市では昨年３月、
全国に先駆けて「認知症の人とともに築く総活躍のまち条例」を制定している。
　本市も認知症施策の全国のトップランナーに加わって「条例」の制定や「認知症施策
の実施計画」の策定に取り組んではと考えるが、市長の所見について伺う。

【答弁要旨】

　条例制定は、認知症に関する基本理念や市と市民の責務等を示し、施策の考え方や方
向性を市民と共有するために有効な手段の一つであると考えます。
　また、本市においては、地域包括支援センターの拡充に併せて、認知症施策推進の中
心的な役割を担う「認知症地域支援推進員」を、現在の２名体制から各地域包括支援セ
ンターに１名ずつ配置する取り組みを進めており、そうした中で「認知症施策の実施計
画」等によって、本市の認知症施策全体の体系や指針を示しておくことは、大切である
と考えています。
　来年度、本市の第８期介護保険事業計画・高齢者福祉計画を策定していく中で、関係
者の意見を伺うとともに、認知症の本人や家族の意見もしっかりと伺いながら、本市に
合った進め方を検討していきたいと考えます。

【対応方針・進捗状況】

■対応方針

検討中


